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日教組が教研集会に契約したホテルが、右

翼団体の妨害を理由に解約した。組合は仮処

分の裁判に勝利しながら、ホテルの強固な拒

否にあって教研集会は中止され、右翼は目的

を達し全面勝利だ3組合の団体行動権、集会

の自由は憲法で保障され、裁判所が組合の使

用を命じたの|ま 当然であるが、ホテルは何よ

りもイIttI体 の意向にひたすら従った。司法

_:華 くもi也 に落ちた。

|:介郵|も 、なぜか裁判所で権利を認められ

な■ら強制執行を求めなかった。アメリカの

公民権運動の中で入学を拒否された黒人少女

が裁判所で入学を認められ、州兵が妨害排除

に動員されて、少女の「権利のための闘争」

は勝利した。今やアメリカは、黒人が大統領

候補として容認される政治風土となった。

局外の我々がホテルの弱腰を批判するのは

容易だが、その弁明の会見で述べられたよう

に、戦闘服の部隊と街宣車の暴力的大音声

での営業妨害に耐えられる民間企業は少なか

ろうc民間では不可能なのだ。右翼団体の行

動は、刑法の威力業務妨害罪、「威力を用い

て人の業務を妨害した者は 3年以下の懲役」

に当たる犯罪であって、警察が「人民の身体、

ヨオ産を保護し、犯罪の予防、鎮圧、犯人の逮

薔の責任」(警察法)に おいて自発的に充分

な警察官、機動隊員を出動さすべきであって、

警察 トップが「民事不介入 。仮眠中」を決め

込めるものではない。

そもそも国民が政府に対 して公権力を授

け、巨額の税金を費や して軍隊・警察 。裁

判所なる合法的暴力装置を維持する第一の理

由は、人民を痛める不正の暴力を鎮圧し、人

民を被害から護ることにある。これができ

労働運動研究復刊第 19号 20084

ない国は「無政府状態」、「失敗国家 (failed

state)」 である。憲法前文は「全世界の人民が、

ひとしく恐怖と欠乏 lfear and want)か ら免

れ、平和のうちに生存する権利を有するJと

宣言した。政府は先ず以って日本国内の人民

の暴力からの恐怖を払拭する責任がある。

人民の恐怖には、外国軍攻撃の恐怖と、国

内の犯罪の恐怖があり、それぞれに軍事力と

警察力が用意されるが、両者合して天文学的

な国費が費やされている。しかし外敵の侵攻

は戦後全くなく、今後も侵略される可能性は

極めて小さい。一方、日々現実に発生してい

る暴力団、右翼団体による恐怖 。迷惑は甚だ

大きい。当然、軍事予算を大幅に削り、犯罪

抑止力の方を充実させねばならない。しかも

現有の警察力は、権力を批判する者を抑圧す

る方に大きく傾いている。反戦ビラを入れら

れる権力側の僅かな不愉快のために警察が全

力を挙げて検挙に活動し裁判所も有罪にする

が、右翼団体が大規模な暴力的行為で企業や

組合の権利を大きく侵害する犯罪を鎮圧し、

検挙し、根絶する政治的意思は極めて乏しい。

右翼団体は、平和勢力を叩く限り政府に愛さ

れ、自らの犯罪が黙認される確信を持って、

益々大胆になるだろう。

日本国の内外における武力行使に全面的な

検討を加えない限り、30年代に右翼化にか

け出し、テロとなり、外国に侵略の歩を進め

た日本が「わが国の美しい伝統」を纏って復

活してくる。その遠雷の音が聞えるのは我々
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